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第2図 塩酸ヨヒンビン摂取による各雄マウスの運動量変化
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第5図 各マウスの水摂取量
第4図には､雄雌､両マウスをつがいにして､雌
にだけ塩酸ヨヒンビンを投与 したときの､飼料摂取
量変化を示し､縦軸に飼料摂取量､療軸に日数をプ
ロットした｡この実験結果より､塩酸ヨヒンビンの
量が､計算値､又はそれより低濃度であれば､飼料
摂取量は､Blankに比べ､ほとんど変化がないこと
が確認される｡ 又､その反対に塩酸ヨヒンビンの量
を多量に投与すると､飼料摂取量は少量になり､最
悪の場合死をもたらすと確認された｡
第5図は､第4図と同様にマウスの水摂取量変化を
示 した｡この実験に関しても､試料摂取量と同様の
ことが確認された｡そして､それらの要因として
は､塩酸ヨヒンビンが､マウスに胃腸障害を起こし
たのではないかと考えられる｡ 交配能力について
は､子供が出産するまでの日数､出産された子供の
数､生存率についても調査したが規則性は確認でき
なかった｡しかしながら､これらの実験結果より､
????????????????
??????? ????? ?〓?
マウスに投与する塩酸ヨヒンビンが適量であれば､
この効果は確かに観測され､飼料､水摂取量だけで
観察するとその影響もほとんどないと考察される｡
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